
 
 

 

様々な人々との関わりが次第に増えていく中で、相手の気持ちを察したり、

相手に対する思いやりの心をもったりすることができる。 
 

 

 
 
 

 
★児童が課題意識をもち、単元（題材）を通して学び続けていくための問いかけ 

思いやり集めをしていく活動を通して、思いやりのある行動は、自分

も相手も心が温かくなることを学び続けていかせる。 

本時では、掲示物を活用した問いかけをする。子供が掲示した「思い

やりカード」を読み上げることで自分事として捉え、身近なこととして

感じられると考える。 

 

★多面的・多角的な意見がでやすようにするための問いかけ 

 多面的・多角的な考えを出させるために、補助発問として「もしも、

料金不足を伝えたら、正子さんはどう思うでしょう。」「もしも、料金不

足を伝えなかったら、正子さんはどう思うでしょう。」と伝えることで、

ひろ子の葛藤を共感させる。また、「伝える」「伝えない」の両者に友達

を思いやる気持ちがあることに気付かせたい。ひろ子の葛藤場面を中心

に、積極的傾聴を生かした対話的活動をしながら進めていく。 

 

★本当の友達に対する思いやりについて学びを深めていくための問いかけ 

 「正子さんのためにはどちらが良いのか」という問いかけから、ひろ

子の葛藤をクラス全体で深めていきたい。正子の行動の良さに気付かせ、

うわべだけの友達ではなく本当の意味の友達でいるためにはどうすべき

なのか考えさせる。補助発問「ひろ子がそれでも伝えようと思ったのは、

何を大切にしようと思ったのか。」で、ひろ子の気付き（二人の信頼関係）

を考えさせる。そこで、友達に対する本当の思いやりは何かを考えられ

るようにする。 

 

研究主題に迫る手立て 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 



 

 

 

 

 

 自分の考えを黒板にマグネットを貼

って意思表明することで、全員授業

に参加することができた。明確な立

場で「伝える」「伝えない」の選択肢な

ので考えやすかった。主発問のあと

にマグネットを動かし意見の変容が

見られた。 

思いやりについては、理解していた

が、思いやりの「行動」については、理

解が薄かった。どのようなことが思いや

りの行動なのかを、役割演技などを通

して、実際に行ってみると子ども達も思

いやりの「行動」について理解が深まっ

た。 

  

児童の発言に対して、理由や

根拠を問うことで、一人一人

の考えが明確になり、意見の

共有が活発になった。 

主人公の葛藤場面「伝える」「伝えない」

の時間をもう少しとり、子ども達の心情の揺

さぶりがあると考えがさらに深まった。その

上で、２段階の発問が生かされる。 


